
【細施策シート】 担当部局 土木部

令和６年度　　事後評価シート
施策 35地球温暖化対策への取組み

K　G　I
①温室効果ガス排出量（森林吸収分を差し引いた排出量）

　【基準値】16,644 千t-CO2（令和元年度）【目標値】14,859千t-CO2

Ｋ Ｇ  Ｉ

県内の土木インフラ施設に係る電力消費により排出されるCO２削減量

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

R  4  年  度 目標値 497.88 ｔ-CO2 目標値 569.52 ｔ-CO2

R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

521.76

細 施 策 35_04 公共インフラを対象とした地球温暖化対策・脱炭素への取組み 施策KGI ①

目標値

基準値 474 ｔ-CO2
実績値 333.81 実績値

％ 達成率

ｔ-CO2

ｔ-CO2

目標値 545.64 ｔ-CO2
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ｔ-CO2

達成率 67.05 ％ 達成率 144.1 ％ 達成率

実績値 751.98 ｔ-CO2 実績値 ｔ-CO2

％

６

年

度

要因分析

【必須】

県営住宅共用部電灯LED化事業費においては、設計業務委託の進捗により目標達成に至らなかったが、玉川ダム発電施設管

理運営費において、降水量の増加等で発電量が増加し、目標値を大きく上回った結果、KGIは目標値を達成した。

見直し方向性

【必須】

県営住宅共用部電灯LED化事業においては、計画的な事業の遂行により目標達成の見込みであり、また、玉川ダム発電施設

管理運営費においては、平年通りの降水量に恵まれ、水力発電機が正常に稼働すれば目標達成の見込みであるため、引き続

き、計画的かつ適正な事業実施に努める。なお、玉川ダム発電施設管理運営費は2024年度は目標値を大きく上回ったもの

の、降水量の影響をうけるため、平年通りの降水量を前提とした現目標値を継続することとし、目標値の引き上げは行わな

い。
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